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下
院
全
体
投
票
は
８
月
に
延
期

た
」
と
野
党
を
批
判
し
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
上
院
採

決
前
に
、「
総
論
賛
成
、
各

論
反
対
」
的
立
場
だ
っ
た
議

員
た
ち
に
、
採
決
時
に
は
修

正
を
施
さ
ず
賛
成
さ
せ
る
か

わ
り
に
、
裁
可
時
に
拒
否
権

を
行
使
、
裁
可
後
に
暫
定
令

（
Ｍ
Ｐ
）
も
出
す
こ
と
で
微

調
整
を
行
う
と
約
束
し
て
い

た
た
め
、
今
後
は
Ｍ
Ｐ
発
令

の
準
備
に
入
る
。

　

政
府
上
院
リ
ー
ダ
ー
の
ロ

メ
ロ
・
ジ
ュ
カ
上
議
（
Ｐ
Ｍ

Ｄ
Ｂ
）
は
、
裁
可
と
同
じ

１
３
日
に
、
Ｍ
Ｐ
の
草
案
を

発
表
し
た
。

　

Ｍ
Ｐ
の
草
案
の
中
に
は
、

「
固
定
給
の
契
約
破
棄
か
ら

時
間
給
の
新
契
約
締
結
ま
で

は
１
８
カ
月
間
明
け
な
く
て

は
な
ら
な
い
」、「『
１
２
時

間
勤
務
し
、
３
６
時
間
休

む
』
型
の
契
約
は
、
雇
用
者

と
労
働
者
単
独
の
合
意
で
は

な
く
、
集
団
で
の
合
意
の
上

で
結
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

下
院
の
憲
政
委
員
会
（
Ｃ
Ｃ
Ｊ
）
は
１
３
日
、
テ
メ
ル
大
統
領
に
対
す
る
告
発

を
受
け
付
け
る
か
否
か
の
委
員
投
票
で
、「
告
発
を
受
け
付
け
る
」
と
し
た
セ
ル
ジ

オ
・
ス
ヴ
ェ
イ
テ
ル
報
告
官
の
パ
レ
セ
ー
ル
（
見
解
）
を
４
０
対
２
５
（
棄
権
１
）

の
多
数
決
で
却
下
し
た
。
ま
た
、
告
発
受
付
の
最
終
判
断
を
行
う
下
院
全
体
の
投

票
は
８
月
に
持
越
し
と
な
っ
た
。
１
４
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

レ
セ
ー
ル
不
成
立
に
必
要
な

３
４
票
中
の
３
１
票
を
占
め

た
。

　

ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
議
長

の
民
主
党
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
委
員

も
４
人
中
３
人
が
反
対
。
前

連
立
与
党
の
ブ
ラ
ジ
ル
社
会

党
（
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）
も
、
４
人
中

２
人
が
反
対
し
た
。

　

た
だ
、
連
立
支
持
の
継
続

か
否
か
で
揺
れ
て
い
る
民
主

社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
は
７

人
中
５
人
が
賛
成
に
票
を
投

じ
る
な
ど
、
今
後
の
政
局
運

営
上
に
し
こ
り
を
残
し
か
ね

な
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

ス
ヴ
ェ
イ
テ
ル
氏
に
代
わ

る
報
告
官
を
務
め
た
の
は
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
パ
ウ
ロ
・
ア
ビ
・

ア
ケ
ル
氏
。
同
氏
が
発
表
し

た
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
社
主
の
ジ
ョ

エ
ズ
レ
イ
・
バ
チ
ス
タ
氏
に

よ
る
報
奨
付
供
述
（
デ
ラ
ソ

ン
・
プ
レ
ミ
ア
ー
ダ
）
が

テ
メ
ル
大
統
領
の
告
発
の
根

拠
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
疑
問
視
し
た
パ
レ
セ
ー
ル

は
、
同
日
中
に
、
４
１
対

２
４
（
棄
権
１
）
の
支
持
を

得
て
承
認
さ
れ
た
。

　

９
年
半
の
実
刑
判
決
を
受

け
て
伯
国
を
騒
然
と
さ
せ
た

ル
ー
ラ
元
大
統
領
は
、
１
３

日
に
Ｐ
Ｔ
の
代
表
者
ら
と
共

に
「
自
分
を
大
統
領
選
に
出

さ
せ
な
い
た
め
の
策
略
だ
」

と
反
論
し
た
。
次
の
裁
判
の

予
定
が
ま
だ
は
っ
き
り
と
見

え
な
い
の
で
、
こ
の
問
題
は

　

だ
が
、
下
院
全
体
で
の
投

票
は
、
１
８
日
か
ら
の
休
会

が
明
け
る
８
月
１
日
以
降
に

延
期
と
な
っ
た
。
連
邦
政
府

は
、
検
察
庁
が
次
の
告
発
を

行
う
前
に
全
体
投
票
で
決
着

を
つ
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い

た
。
し
か
し
、
マ
イ
ア
議
長

が
全
下
議
の
３
分
の
２
（
３

４
２
票
）
以
上
が
出
席
し
な

け
れ
ば
審
議
は
行
わ
な
い
と

主
張
す
る
中
、
休
会
直
前
で

議
会
を
不
在
に
す
る
下
議
も

少
な
く
な
い
と
踏
み
、
休
会

明
け
の
審
議
に
同
意
し
た
。

マ
イ
ア
議
長
が
与
野
党
と
協

議
し
て
決
め
た
審
議
予
定
日

は
８
月
２
日
で
、
同
日
は
早

朝
か
ら
審
議
、
即
日
投
票
の

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
と
セ
ン
ト
ロ
ン

の
政
党
の
議
員
の
数
を
足
せ

委
員
が
大
統
領
告
発
に
否
定
的

い
」、「
契
約
内
容
の
変
更
に

関
す
る
集
団
交
渉
に
は
組
合

の
参
加
を
義
務
付
け
る
。
労

働
者
委
員
会
は
、
組
合
の
代

わ
り
と
は
な
ら
な
い
」、「
妊

婦
や
授
乳
中
の
女
性
は
屋
外

や
工
事
現
場
な
ど
、
健
康
に

影
響
を
与
え
る
環
境
で
は
働

雇
用
契
約
だ
け
で
な
く
、
既

に
結
ば
れ
て
い
た
契
約
に
も

適
用
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、

新
法
裁
可
の
式
典
に
参
加
し

た
ロ
ナ
ウ
ド
・
ノ
ゲ
イ
ラ
労

働
相
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
も
、「
改

正
法
案
に
反
対
し
て
き
た
勢

力
は
、
法
案
の
内
容
に
関
す

る
論
議
に
は
踏
み
込
ま
ず
、

政
治
的
思
惑
で
反
対
し
て
き

　
【
既
報
関
連
】
１
１
日
に

上
院
が
可
決
し
た
労
働
法
改

正
案
が
、
１
３
日
に
テ
メ
ル

大
統
領
（
民
主
運
動
党
・
Ｐ

Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
に
よ
っ
て
裁
可
さ

れ
た
。
従
来
の
労
働
法
に

１
０
０
項
目
以
上
の
修
正

を
加
え
た
法
案
は
、
裁
可
か

ら
１
２
０
日
後
に
施
行
と
な

る
。
政
府
は
新
労
働
法
に
よ

り
、
雇
用
者
と
労
働
者
の
関

係
が
よ
り
柔
軟
に
な
り
、
雇

用
促
進
に
繋
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　

新
労
働
法
は
、
施
行
後
の

急
が
れ
る
微
調
整
の
Ｍ
Ｐ
発
令

議
会
が
連
邦
予
算
基
本
法
承
認

「
議
論
不
十
分
」と
Ｍ
Ｐ
Ｔ
は
批
判

け
な
い
」
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
る
。

　

伯
国
外
務
省
も
、「
今
後
、

南
米
共
同
市
場
（
メ
ル
コ

ス
ー
ル
）
と
Ｅ
Ｕ
が
自
由
貿

易
協
定
を
結
べ
ば
、
伯
国
企

業
は
欧
州
企
業
と
の
自
由
競

争
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
労
働
法
改
正
は
、
伯
国

企
業
の
国
際
競
争
力
を
よ
り

高
め
て
く
れ
る
は
ず
だ
」
と

見
て
い
る
。

　

他
方
、
労
働
法
改
正
案
の

否
決
、
拒
否
を
訴
え
続
け
て

き
た
労
働
検
察
局
（
Ｍ
Ｐ
Ｔ
）

の
ロ
ナ
ウ
ド
・
フ
レ
ウ
リ
ー

検
事
は
、「
労
働
法
改
正
は

悪
意
を
持
っ
た
企
業
家
に
有

利
と
な
り
、
今
日
、
違
法
か

ど
う
か
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
で

横
行
し
て
い
る
、
企
業
の
悪

事
に
法
の
お
墨
付
き
を
与
え

か
ね
な
い
。
成
立
ま
で
の
議

論
も
不
十
分
だ
っ
た
」
と
強

く
批
判
し
て
い
る
。

と
進
歩
党
（
Ｐ
Ｐ
）、
社
会

民
主
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）、
共
和

党
（
Ｐ
Ｒ
）
の
党
首
脳
が
対

策
会
議
を
開
催
。
Ｐ
Ｐ
、
Ｐ

Ｓ
Ｄ
、
Ｐ
Ｒ
は
ブ
ラ
ジ
ル
共

和
党
（
Ｐ
Ｒ
Ｂ
）
に
も
呼
び

か
け
、
反
対
票
を
投
じ
た
。

Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
で
告
発
受
け
入
れ

に
賛
同
し
た
の
は
ス
ヴ
ェ
イ

テ
ル
氏
だ
け
で
、
こ
れ
ら
５

党
だ
け
で
反
対
票
を
２
７
票

獲
得
し
た
。

　

Ｐ
Ｐ
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
、
Ｐ
Ｒ
、

Ｐ
Ｒ
Ｂ
は
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・

ク
ー
ニ
ャ
前
下
院
議
長
（
Ｐ

Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
が
作
っ
た
会
派

「
セ
ン
ト
ロ
ン
」
の
政
党
だ

が
、
同
じ
く
セ
ン
ト
ロ
ン
系

の
ブ
ラ
ジ
ル
労
働
党
（
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｂ
）、
社
会
秩
序
共
和
党

（
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
）、
キ
リ
ス
ト
教

社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
の
委
員

も
裏
切
ら
ず
、
そ
こ
で
さ
ら

に
４
票
。
こ
こ
ま
で
で
、
パ

労働法裁可式典でのテメル大統領（Beto Barata/PR）

１３日の下院でテメル大統領の告発に反対する議員ら
（Lula Marques/Agência PT）

連
邦
政
府
の
対
策
実
る

ば
、
下
院
本
会
議
で
の
告
発

反
対
に
最
低
限
必
要
な
１
７

２
票
は
ゆ
う
に
超
す
た
め
、

テ
メ
ル
大
統
領
と
セ
ン
ト
ロ

ン
と
の
結
束
が
緩
ま
な
け
れ

ば
、
と
り
あ
え
ず
今
回
の
告

発
に
関
し
て
は
告
発
を
免
れ

る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

尾
を
引
き
そ
う
だ
が
、
こ
と

が
ル
ー
ラ
氏
だ
け
に
、
国
際

世
論
も
引
き
ず
り
そ
う
な
勢

い
だ
。
そ
れ
は
ル
ー
ラ
氏
に

国
際
的
な
「
左
翼
側
の
リ
ー

ダ
ー
」
と
し
て
の
側
面
が
強

い
た
め
で
、
同
氏
の
友
人
に

は
周
辺
の
南
米
諸
国
の
大
物

政
治
家
や
世
界
的
な
音
楽
家

や
俳
優
も
お
り
、
有
事
に
は

彼
ら
が
黙
っ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
伯
国
で
は
モ
ロ
判

事
へ
の
尊
敬
の
念
が
か
な
り

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
が
、

一
歩
違
う
と
こ
ろ
で
は
そ
う

も
い
か
な
い
の
が
も
ど
か
し

い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

そ
の
ル
ー
ラ
氏
の
騒
動
に

国
民
の
関
心
が
奪
わ
れ
て
い

る
間
を
ぬ
う
か
の
よ
う
に
、

下
院
の
Ｃ
Ｃ
Ｊ
で
は
連
邦
政

府
の
作
戦
が
進
み
、
テ
メ
ル

大
統
領
の
告
発
受
付
が
い
つ

の
間
に
か
却
下
の
方
向
で
進

み
そ
う
な
雰
囲
気
に
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
う
考
え
る

と
、
テ
メ
ル
陣
営
に
と
っ
て

も
今
回
の
ル
ー
ラ
氏
の
実
刑

は
都
合
が
よ
か
っ
た
か
。
た

だ
、
今
回
の
告
発
の
場
合
、

「
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
・
バ
チ
ス

タ
氏
が
信
用
で
き
な
い
」
と

い
う
勢
力
も
下
院
に
少
な
か

ら
ず
い
た
の
も
功
を
奏
し
た

可
能
性
も
。
む
し
ろ
山
場
は

次
回
以
降
の
告
発
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

来
週
か
ら
２
週
間
は
議
会

も
動
か
な
い
た
め
、
政
界
を

激
震
さ
せ
る
よ
う
な
動
き
は

と
り
あ
え
ず
小
休
止
と
な
り

そ
う
だ
。
た
だ
、
検
察
庁
長

官
の
ロ
ド
リ
ゴ
・
ジ
ャ
ノ
ー

氏
の
任
期
は
９
月
１
７
日
ま

で
だ
か
ら
、
残
り
２
カ
月
弱

で
最
後
の
大
仕
事
を
仕
掛
け

て
来
る
こ
と
も
十
分
に
考
え

ら
れ
る
。
来
年
の
大
統
領
選

に
向
け
た
正
式
な
動
き
が
は

じ
ま
る
の
も
１
０
月
。
そ
こ

ま
で
に
何
が
起
こ
る
か
。

　
【
既
報
関
連
】
６
月
２
７

日
よ
り
、
予
算
不
足
を
理
由

に
連
邦
警
察
が
無
期
限
延
期

し
て
い
た
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の

発
行
を
再
開
さ
せ
る
た
め
、

連
邦
議
会
は
１
３
日
、
連
警

に
対
す
る
１
億
２
４
０
万
レ

ア
ル
の
追
加
予
算
を
認
め
た

と
１
３
、１
４
日
付
伯
字
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

政
府
は
当
初
、
教
育
省
へ

の
予
算
を
削
っ
て
連
警
を
管

轄
す
る
法
務
省
へ
の
追
加
予

算
を
割
り
当
て
る
予
定
だ
っ

た
が
、
与
野
党
議
員
の
反
対

に
遭
っ
た
。
そ
こ
で
企
画
省

は
、
当
初
は
国
連
へ
の
支
払

い
に
使
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た

予
算
を
連
警
に
割
り
当
て
る

こ
と
に
し
た
。

　

予
算
が
割
り
当
て
ら
れ
た

後
は
、
発
行
の
再
開
は
連
警

次
第
と
な
る
。
連
警
が
パ
ス

ポ
ー
ト
の
発
行
を
中
断
し
た

翌
日
、
政
府
は
即
刻
追
加
予

算
を
求
め
る
法
案
を
提
出
し

て
い
た
が
、
議
会
の
精
査
を

待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

発
行
中
断
以
来
２
週
間
、

連
警
は
、
健
康
上
、
業
務
上

で
緊
急
に
必
要
な
パ
ス
ポ
ー

ト
だ
け
を
発
行
し
て
き
た
。

　

エ
ス
タ
ー
ド
紙
に
よ
る

と
、
連
警
は
昨
年
、
今
年

の
予
算
編
成
の
際
に
パ
ス

ポ
ー
ト
発
行
の
た
め
に

２
億
４
８
０
０
万
レ
を
要
請

し
た
が
、
政
府
の
回
答
は
１

億
２
１
０
０
万
レ
だ
っ
た
。

　

今
回
の
１
億
２
４
０
万
レ

の
追
加
予
算
承
認
で
、
パ
ス

ポ
ー
ト
発
行
予
算
は
２
億
２

３
４
０
万
レ
に
な
る
。

　

今
月
２
９
日
に
米
国
へ
の

旅
行
を
控
え
、
パ
ス
ポ
ー
ト

発
行
を
待
っ
て
い
た
学
生
の

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ワ
イ
ゼ
ル
さ

ん
（
２
３
）
は
、「
良
か
っ
た
。

で
も
こ
う
な
る
と
は
思
っ
て

い
た
」
と
安
堵
の
声
を
上
げ

た
。

　
【
既
報
関
連
】
上
下
両
院

が
１
３
日
、
１
８
年
度
の
連

邦
予
算
基
本
法
（
Ｌ
Ｄ
Ｏ
）

を
承
認
し
た
。

　

Ｌ
Ｄ
Ｏ
は
次
年
度
予
算
の

骨
格
と
な
る
優
先
課
題
や
基

礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
目
標

な
ど
を
決
め
る
も
の
で
、
国

や
州
、
市
の
各
自
治
体
と
公

社
を
含
む
来
年
度
の
公
的
収

支
は
１
３
１
３
億
レ
ア
ル
の

赤
字
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

来
年
度
予
算
は
、
今
年
度

予
算
に
１
６
年
７
月
〜
１
７

年
６
月
の
公
式
イ
ン
フ
レ
率

を
上
限
と
し
て
調
整
さ
れ
る

た
め
、
約
３
９
０
臆
レ
ア
ル

し
か
上
乗
せ
で
き
な
い
。

　

来
年
度
の
Ｌ
Ｄ
Ｏ
は
大
統

領
の
裁
可
待
ち
だ
が
、
現
時

点
で
は
、
来
年
度
の
最
低
賃

金
は
、
現
行
の
９
３
７
レ
ア

ル
か
ら
９
７
９
レ
ア
ル
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
見
込
み
だ
。

　

ま
た
、
連
邦
政
府
の
基
礎

的
財
政
収
支
黒
字
目
標
は
、

今
年
度
の
７
９
０
億
レ
ア
ル

の
赤
字
か
ら
１
２
９
０
億
レ

ア
ル
の
赤
字
に
悪
化
す
る
見

込
み
だ
。
連
邦
政
府
の
基
礎

的
収
支
の
赤
字
額
は
、
社
会

保
障
制
度
改
革
が
未
承
認
の

状
態
を
前
提
に
算
出
さ
れ
て

い
る
。
連
邦
公
社
の
基
礎
的

収
支
は
３
５
億
レ
ア
ル
の
赤

字
、
州
や
市
の
基
礎
的
収
支

は
１
２
億
レ
ア
ル
の
黒
字
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

連
邦
政
府
の
経
済
ス
タ
ッ

フ
は
、
来
年
度
の
Ｌ
Ｄ
Ｏ
作

成
の
た
め
の
基
礎
的
デ
ー
タ

と
し
て
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
成
長
率
を
２
・
５
％

に
設
定
し
た
。
ま
た
、
経
済

基
本
金
利
（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
）

は
９
％
、
公
式
イ
ン
フ
レ
率

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
、
広
範
囲
消
費

者
物
価
指
数
）
は
４
・
５
％
、

年
末
時
点
の
為
替
は
１
ド
ル

＝
３
・
４
０
レ
ア
ル
と
想
定

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
が
現

実
の
も
の
と
な
っ
た
場
合
、

１
８
年
は
５
年
連
続
で
基
礎

的
財
政
収
支
が
赤
字
で
終
わ

る
事
に
な
る
。赤
字
増
大
は
、

政
府
が
抱
え
る
負
債
増
大
を

反
映
し
た
も
の
だ
。

　

な
お
、
１
４
日
に
発
表
さ

れ
た
中
銀
の
経
済
活
動
指

数
（
Ｉ
Ｂ
Ｃ
―
Ｂ
ｒ
）
に
よ

る
と
、
５
月
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
前

月
比
０
・
５
１
％
落
ち
込
み
、

今
年
の
累
積
は
０
・
０
５
％

減
、
１
２
カ
月
間
の
累
積
も

２
・２
２
％
減
と
な
っ
た
。

　

今
年
の
同
指
数
は
、
１

月
０
・
５
１
％
、
２
月
１
・

３
５
％
、
４
月
０
・
１
５
％

と
３
度
、
前
月
比
プ
ラ
ス
を

記
録
し
た
が
、
３
月
は
０
・

４
６
％
、
５
月
は
０
・
５
１

％
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

　

メ
イ
レ
レ
ス
財
相
は
つ
い

先
日
、
今
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
は
０
・
５
％
と
の
見
解
を

表
明
し
た
が
、
市
場
は
０
・

３
４
％
と
予
想
し
て
い
る
。

　

１
２
日
夜
、
聖
市
西
部
ピ

ニ
ェ
イ
ロ
ス
で
軍
警
が
ゴ
ミ

回
収
者
を
銃
殺
す
る
事
件
が

起
き
、
近
隣
住
民
や
路
上
生

活
者
が
翌
日
、
激
し
い
抗
議

活
動
を
行
っ
た
。
１
４
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

殺
害
さ
れ
た
の
は
リ
カ
ル

ド
・
シ
ウ
ヴ
ァ
・
ナ
シ
メ
ン

ト
さ
ん
（
名
前
は
メ
デ
ィ

ア
に
よ
り
、
違
い
が
あ
る
。

通
称
ネ
ゴ
ン
、
３
９
）
で
、

１
２
日
夜
、
軍
警
に
胸
を
２

発
撃
た
れ
て
亡
く
な
っ
た
。

　

ネ
ゴ
ン
さ
ん
は
こ
の
日
、

路
上
で
食
べ
物
を
ね
だ
っ
た

と
さ
れ
、
そ
れ
を
嫌
っ
た
ピ

ザ
屋
の
店
員
が
警
察
に
通
報

し
、
２
人
の
軍
警
が
か
け
つ

け
た
と
い
う
が
、
ピ
ザ
屋
の

関
係
者
は
「
通
報
な
ど
し
て

い
な
い
」
と
い
う
。

　

銃
を
放
っ
た
軍
警
の
証
言

に
よ
る
と
、
ネ
ゴ
ン
さ
ん
が

木
片
を
振
り
か
ざ
し
、
彼
ら

に
向
か
っ
て
来
た
た
め
に
発

砲
し
た
と
い
う
。

　

だ
が
軍
警
監
察
官
は
、
軍

警
２
人
は
警
防
と
か
ら
し
ス

プ
レ
ー
を
所
持
し
て
お
り
、

そ
れ
で
対
処
で
き
る
範
囲
内

だ
っ
た
、
と
の
見
解
を
示
し

て
い
る
。

　

別
の
軍
警
は
、
携
帯
電
話

で
様
子
を
録
画
し
て
い
た
青

年
に
銃
を
向
け
て
携
帯
を
取

り
上
げ
て
、
ビ
デ
オ
の
録
画

を
消
し
た
。
軍
警
ら
は
周
囲

か
ら
「
殺
人
鬼
」「
フ
ァ
シ

ス
ト
」
な
ど
と
批
判
さ
れ
、

約
１
５
分
後
に
や
っ
と
被
害

者
を
病
院
に
運
ん
だ
。
だ
が

そ
の
際
、
そ
の
後
の
捜
査
を

妨
害
す
る
行
為
も
と
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。

　

近
隣
住
民
や
路
上
生
活
者

ら
は
翌
１
３
日
、
ネ
ゴ
ン
さ

ん
の
死
は
「
軍
警
の
黒
人
に

対
す
る
差
別
意
識
が
招
い
た

も
の
だ
」
と
し
て
、
抗
議
活

動
を
行
っ
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

7月14日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.1824  R$
買　3.1812  R$

円相場
売　0.0283  R$
買　0.0283  R$

スヴェイテル氏の見解却下
　

連
邦
政
府
は
、
連
立
与
党

の
主
要
党
に
対
し
、
審
議
直

前
に
Ｃ
Ｃ
Ｊ
委
員
を
政
府
寄

り
の
議
員
に
交
代
さ
せ
、
さ

ら
に
１
２
日
は
、
大
統
領
の

民
主
運
動
党
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）

追
加
予
算
を
議
会
承
認

国
連
へ
の
支
払
い
分
を
転
用

軍
警
が
ゴ
ミ
回
収
者
を
殺
害

過
剰
な
自
己
防
衛
が
原
因

本
物
か
、不
安
が
残
る
景
気
回
復

労働法改正

議
会
通
過
か
ら
２
日
で
裁
可

（２）２０１７年 第４７９６号 ７月 １５日 （土曜日）

聖 市

パスポート

テメル問題
ＣＣＪ

パスポート発行中断から１６
日、ようやく追加予算が認
められた（参考画像・Toninho 
Tavares Agencia Brasilia）



　

江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
農の

う

民み
ん

は
、
高こ

う

度ど

な
自じ

治ち

を
行

お
こ
な

っ
て
い
た
。
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

は
こ
う
述の

べ
る
。

　
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うは
農の

う

村そ
ん

に
住す

み
、
幕ば

く

府ふ

や
藩は

ん

に
年ね

ん

貢ぐ

米ま
い

を
納お

さ

め
て
い

ま
し
た
。
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うは
自じ

分ぶ
ん

の
土と

地ち

を
も
つ
本ほ

ん

百ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うと
土と

地ち

を
も

た
な
い
水み

ず

呑の
み

百ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うに
分わ

か
れ
、
本ほ

ん

百ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うの
中な

か

か
ら
は
名な

主ぬ
し

（
庄

し
ょ
う

屋や

）、
組く

み

頭が
し
ら、
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
う

代だ
い

と
よ
ば
れ
る
村む

ら

役や
く

人に
ん

が
選え

ら

ば
れ
ま

し
た
。
本ほ

ん

百ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うた
ち
は
寄よ

り

合あ
い

を
開ひ

ら

き
、
年ね

ん

貢ぐ

や
祭ま

つ

り
、
共

き
ょ
う

有ゆ
う

地ち

の
世せ

話わ

や
用よ

う

水す
い

の
管か

ん

理り

な
ど
を
話は

な

し
合あ

い
に
よ
っ
て
運う

ん

営え
い

し

ま
し
た
。［
１
，　
ｐ
１
２
３
］

　

東と
う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

の
記き

述じ
ゅ
つも
お
お
む
ね
同ど

う

様よ
う

だ
が
、
一い

ち

部ぶ

、

「
幕ば

く

府ふ

は
、
安あ

ん

定て
い

し
て
年ね

ん

貢ぐ

を
取と

る
た
め
、
土と

地ち

の
売ば

い

買ば
い

を

禁き
ん

止し

し
た
り
、
米こ

め

以い

外が
い

の
作さ

く

物も
つ

の
栽さ

い

培ば
い

を
制せ

い

限げ
ん

し
た
り
す
る

な
ど
の
規き

制せ
い

を
設も

う

け
ま
し
た
」
な
ど
と
、
幕ば

く

府ふ

の
統と

う

制せ
い

に
つ
い

て
付ふ

言げ
ん

し
て
い
る
程て

い

度ど

で
あ
る
。［
２
，　
ｐ
１
１
５
］

　

し
か
し
、
考か

ん
が
え
て
み
れ
ば
、
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うた
ち
が
自じ

治ち

を
通つ

う

じ
て

年ね
ん

貢ぐ

米ま
い

を
納お

さ

め
る
、
と
い
う
の
は
不ふ

思し

議ぎ

な
こ
と
だ
。
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

で
も
企き

業ぎ
ょ
うが
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
税ぜ

い

徴ち
ょ
う

収し
ゅ
うを
代だ

い

行こ
う

し
た
り
、

あ
る
い
は
税ぜ

い

の
取と

り
立た

て
の
た
め
の
「
徴

ち
ょ
う

収し
ゅ
う

官か
ん

」
が
活か

つ

躍や
く

し

て
い
る
よ
う
に
、
好す

き
好こ

の

ん
で
税ぜ

い

金き
ん

を
払は

ら

う
人ひ

と

は
少す

く

な
い
。
江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
農の

う

民み
ん

た
ち
が
自じ

主し
ゅ

的て
き

に
年ね

ん

貢ぐ

を
納お

さ

め
て
い
た
と
い
う

の
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
自じ

治ち

の
仕し

組く

み
が
あ
っ
た
の
か
？

　

当と
う

時じ

の
村む

ら

の
自じ

治ち

の
様よ

う

子す

を
見み

る
と
［
３
］、
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

と

比く
ら

べ
て
も
徹て

っ

底て
い

し
た
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
世せ

界か
い

的て
き

に
見み

て

世せ

界か
い

最さ
い

高こ
う

の
教き

ょ
う

育い
く

水す
い

準じ
ゅ
ん

が

　
　
　

実じ
つ

現げ
ん

し
た
農の

う

村そ
ん

自じ

治ち

２０１７年
ねん

３月
がつ

２６日
にち

版
ばん

も
希け

有う

な
レ
ベ
ル
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
当と

う

時じ

の
幕ば

く

府ふ

領り
ょ
うは
お
よ
そ
４
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

石ご
く

だ
っ
た
が
、
代だ

い

官か
ん

数す
う

は
江え

戸ど

時じ

代だ
い

初し
ょ

期き

の
延え

ん

宝ぽ
う

元が
ん

（
１
６
７
３
）
年ね

ん

で
わ
ず
か
６
９
人に

ん

、
中

ち
ゅ
う

期き

の
享

き
ょ
う

保ほ

１
５
（
１
７
３
０
）
年ね

ん

で
は
４
２
人に

ん

が
そ
れ
ぞ
れ
数す

う

人に
ん

の
手て

代だ
い

と
と
も
に
管か

ん

理り

し
て
い
た
。

　

初し
ょ

期き

の
６
９
人に

ん

で
４
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

石ご
く

を
割わ

る
と
一ひ

と

人り

当あ

た
り
で
は

６
万ま

ん

石ご
く

近ち
か

く
、
人じ

ん

口こ
う

規き

模ぼ

で
言い

え
ば
６
万ま

ん

人に
ん

ほ
ど
の
比ひ

較か
く

的て
き

大お
お

き
な
大だ

い

名み
ょ
うク
ラ
ス
の
所し

ょ

領り
ょ
うを
管か

ん

理り

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
事こ

と

が
可か

能の
う

に
な
っ
た
か
を
ま
と
め
る
と
、
次つ

ぎ

の
二ふ

た

つ
の
要よ

う

因い
ん

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

第だ
い

一い
ちに
、
役や

く

人に
ん

の
不ふ

正せ
い

や
重お

も

す
ぎ
る
年ね

ん

貢ぐ

な
ど
に
よ
る
苛か

斂れ
ん

誅ち
ゅ
う

求き
ゅ
うが
少す

く

な
く
、
お
お
む
ね
妥だ

当と
う

、
か
つ
公こ

う

正せ
い

な
徴

ち
ょ
う

収し
ゅ
うが
行

お
こ
な

わ
れ
て
い
た
こ
と
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
多お

お

く
の
農の

う

民み
ん

が
自じ

治ち

を
通つ

う

じ
て
大お

と

人な

し
く
年ね

ん

貢ぐ

を
納お

さ

め
る
こ
と
な
ど
す
る
は
ず
が
な

い
。
も
し
不ふ

正せ
い

や
苛か

斂れ
ん

誅ち
ゅ
う

求き
ゅ
うが
あ
れ
ば
、
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うの
側が

わ

か
ら
も

訴う
っ
たえ
や
一い

っ

揆き

で
牽け

ん

制せ
い

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

第だ
い

二に

に
、
す
べ
て
の
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

、
す
な
わ
ち
年ね

ん

貢ぐ

高だ
か

の
設せ

っ

定て
い

か
ら

徴ち
ょ
う

収し
ゅ
うに
至い

た

る
ま
で
の
事じ

務む

が
文ぶ

ん

書し
ょ

に
よ
っ
て
行お

こ
な
わ
れ
て
お
り
、

農の
う

民み
ん

の
方ほ

う

も
ほ
と
ん
ど
が
読よ

み
書か

き
が
で
き
て
、
そ
れ
ら
の
文ぶ

ん

書し
ょ

を
自じ

分ぶ
ん

で
作さ

く

成せ
い

し
た
り
、
確か

く

認に
ん

で
き
た
。

　

第だ
い

一い
ち
の
点て

ん

は
前ぜ

ん

号ご
う

で
述の

べ
た
の
で
、
今こ

ん

回か
い

は
第だ

い

二に

の
点て

ん

に

絞し
ぼ
っ
て
見み

て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、
年ね

ん

貢ぐ

の
徴

ち
ょ
う

収し
ゅ
うが
ど
の
よ
う
な
仕し

組く

み
に
な
っ
て
い
た

か
を
見み

て
み
よ
う
。

　

毎ま
い

年と
し

秋あ
き

に
、
代だ

い

官か
ん

か
ら
各か

く

村む
ら

毎ご
と

に
検け

ん

地ち

高だ
か

（
田た

の
面め

ん

積せ
き

に

よ
る
想そ

う

定て
い

産さ
ん

出し
ゅ
つ

高だ
か

）
に
そ
の
年と

し

の
年ね

ん

貢ぐ

率り
つ

を
掛か

け
て
、
納お

さ

め

る
べ
き
年ね

ん

貢ぐ

高だ
か

を
記き

載さ
い

し
た
「
免め

ん

状じ
ょ
う」
が
出だ

さ
れ
る
。

　

村む
ら

を
治お

さ

め
る
庄

し
ょ
う

屋や

が
、
村む

ら

の
納お

さ

め
る
べ
き
年ね

ん

貢ぐ

高だ
か

を
、
村そ

ん

民み
ん

一ひ
と

人り

ず
つ
の
所し

ょ

有ゆ
う

面め
ん

積せ
き

か
ら
割わ

り
出だ

し
て
、
各か

く

自じ

の
年ね

ん

貢ぐ

高だ
か

を
計け

い

算さ
ん

し
た
「
免め

ん

割わ
り

帳ち
ょ
う」
を
作さ

く

成せ
い

す
る
。
免め

ん

割わ
り

帳ち
ょ
うに
は
、

３
．
文ぶ

ん

書し
ょ

主し
ゅ

義ぎ

を
可か

能の
う

に
し
た

        

百ひ
ゃ
く

姓し
ょ
う

の
読よ

み
書か

き
算そ

ろ

盤ば
ん

能の
う

力り
ょ
く

庄し
ょ
う

屋や

と
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
う

全ぜ
ん

員い
ん

が
立た

ち
会あ

い
、
各か

く

自じ

の
分ぶ

ん

を
確か

く

認に
ん

し
た

上う
え

で
、
そ
れ
ぞ
れ
判は

ん

を
押お

す
。
押お

う

印い
ん

後ご

の
免め

ん

割わ
り

帳ち
ょ
うは
代だ

い

官か
ん

に

提て
い

出し
ゅ
つし
て
、
確か

く

認に
ん

を
受う

け
る
。

　

米こ
め

の
収

し
ゅ
う

穫か
く

後ご

、
そ
れ
ぞ
れ
の
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うが
庄

し
ょ
う

屋や

の
も
と
に
年ね

ん

貢ぐ

米ま
い

を
納お

さ

め
る
際さ

い

、
庄

し
ょ
う

屋や

は
「
庭に

わ

帳ち
ょ
う」
と
い
う
帳

ち
ょ
う

簿ぼ

に
、
納の

う

入
に
ゅ
う

者し
ゃ

の
名な

前ま
え

と
量り

ょ
う
を
書か

き
つ
け
、
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うに
確か

く

認に
ん

印い
ん

を
押お

さ
せ
る

と
と
も
に
、
受う

け

取と
り

の
証

し
ょ
う

拠こ

と
し
て
手て

形が
た

を
渡わ

た

す
。
年ね

ん

貢ぐ

納の
う

入
に
ゅ
う

が
終お

わ
る
と
、
代だ

い

官か
ん

、
庄

し
ょ
う

屋や

、
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うが
立た

ち
会あ

っ
て
確か

く

認に
ん

し
、

そ
の
帳

ち
ょ
う

面め
ん

に
相そ

う

違い

な
し
と
の
判は

ん

を
押お

す
。

　
こ
の
よ
う
に
諸し

ょ

帳ち
ょ
う

簿ぼ

を
き
め
細こ

ま

か
く
つ
け
さ
せ
、
そ
れ
を

百ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うた
ち
に
も
公こ

う

開か
い

し
て
、
代だ

い

官か
ん

や
庄

し
ょ
う

屋や

の
不ふ

正せ
い

や
、
百

ひ
ゃ
く

姓
し
ょ
う

側が
わ

の
滞た

い

納の
う

な
ど
が
相そ

う

互ご

に
見み

え
る
よ
う
に
仕し

組く

み
を
整と

と
の
え
て
い

た
の
で
あ
る
。［
３
，　
ｐ
２
０
８
］

　
こ
の
よ
う
に
す
べ
て
文ぶ

ん

書し
ょ

主し
ゅ

義ぎ

で
き
ち
ん
と
管か

ん

理り

す
る
た
め

に
は
、
名な

主ぬ
し

の
み
な
ら
ず
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うた
ち
も
読よ

み
書か

き
算そ

ろ

盤ば
ん

が
で

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うの
教

き
ょ
う

育い
く

レ
ベ
ル
は
、

そ
れ
だ
け
高た

か

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

東と
う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

に
は
「
年ね

ん

貢ぐ

納お
さ

め
」
の
絵え

が
あ
っ
て
、「
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うが
納お

さ

め
た
年ね

ん

貢ぐ

を
、
武ぶ

士し

が
立た

ち
会あ

っ
て
量は

か

り
直な

お

し
て
い
ま

す
。
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うに
は
年ね

ん

貢ぐ

の
ほ
か
、
労ろ

う

役え
き

も
課か

さ
れ
ま
し
た
」
と

説せ
つ

明め
い

が
な
さ
れ
て
い
る
［
２
，　
ｐ
１
１
５
］。

　
い
か
に
も
、
武ぶ

士し

が
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うか
ら
厳き

び

し
く
年ね

ん

貢ぐ

米ま
い

を
取と

り
立た

て
て
い
た
、
と
言い

い
た
げ
だ
が
、
絵え

の
中な

か

で
は
代だ

い

官か
ん

と
思お

も

わ
れ

る
武ぶ

士し

は
隅す

み

の
方ほ

う

で
座す

わ

っ
て
見み

て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
前ま

え

に
は

帳ち
ょ
う

簿ぼ

が
開ひ

ら

か
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
平へ

い

和わ

的て
き

な
光こ

う

景け
い

を
成な

り

立た

た
せ
て
い
た
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うの
読よ

み
書か

き
能の

う

力り
ょ
くに
つ
い
て
は
、
東と

う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

で
は
何な

に

も
記き

述じ
ゅ
つが
な
い
。

　

百
ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うの
読よ

み
書か

き
能の

う

力り
ょ
くに
関か

ん

連れ
ん

し
て
、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

で
は
、

江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
身み

分ぶ
ん

制せ
い

度ど

」
と
い
う
コ
ラ
ム
で
、
こ
う
述の

べ
て
い

る
。

　
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うは
、
農の

う

民み
ん

を
含ふ

く

め
て
、
農の

う

業ぎ
ょ
うを
経け

い

営え
い

し
な
が
ら
他た

業
ぎ
ょ
う

に
も
従

じ
ゅ
う

事じ

す
る
人ひ

と

た
ち
を
指さ

し
ま
す
。検け

ん

地ち

に
よ
っ
て
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うは
、

実じ
っ

質し
つ

的て
き

な
田た

畑は
た

の
所し

ょ

有ゆ
う

権け
ん

を
得え

て
、
米こ

め

以い

外が
い

の
商

し
ょ
う

品ひ
ん

を
生せ

い

産さ
ん

す
る
者も

の

も
出で

ま
し
た
。
中な

か

に
は
、
醸

じ
ょ
う

造ぞ
う

業ぎ
ょ
うや
織お

り

物も
の

業ぎ
ょ
うさ
ら
に

廻か
い

船せ
ん

業ぎ
ょ
うを
営い

と
な
む
者も

の

も
あ
ら
わ
れ
、
村む

ら

の
中な

か

に
都と

市し

化か

す
る
場ば

１
．
農の

う

民み
ん

の
自じ

治ち

で
年ね

ん

貢ぐ

納お
さ

め
？

所し
ょ

が
増ふ

え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
貨か

幣へ
い

経け
い

済ざ
い

の
発は

っ

達た
つ

も
あ
っ
て
、
豊ゆ

た

か
な
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
う・

町ち
ょ
う

人に
ん

の
中な

か

に
は
武ぶ

士し

身み

分ぶ
ん

の
買か

い
取と

り
や
武ぶ

家け

と
の
養よ

う

子し

縁え
ん

組ぐ
み

な
ど
に
よ
り
武ぶ

士し

に
な
る
者も

の

も
い
ま
し
た
。こ
の
背は

い

景け
い

に
は
、

行ぎ
ょ
う

政せ
い

を
行お

こ
な
う
う
え
で
の
読よ

み
書か

き
能の

う

力り
ょ
くを
、
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うも
も
っ
て

い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。［
１
，　
ｐ
１
２
３
］

　

商
し
ょ
う

品ひ
ん

を
売う

っ
た
り
運は

こ

ん
だ
り
し
て
儲も

う

け
る
に
は
、
当と

う

然ぜ
ん

、
受う

け
払ば

ら

い
記き

録ろ
く

や
在ざ

い

庫こ

管か
ん

理り

な
ど
の
た
め
の
読よ

み
書か

き
算そ

ろ

盤ば
ん

能の
う

力り
ょ
くが
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
る
。
ま
た
武ぶ

士し

は
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

官か
ん

で
あ
っ
た
か
ら
、
さ

ら
に
高こ

う

度ど

な
文ぶ

ん

章し
ょ
う

作さ
く

成せ
い

・
読ど

っ

解か
い

能の
う

力り
ょ
くが
求も

と

め
ら
れ
た
。
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うが
こ
う
し
た
高こ

う

度ど

な
能の

う

力り
ょ
くを
持も

っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
商

し
ょ
う

売ば
い

に
進し

ん

出し
ゅ
つし
た
り
、
武ぶ

士し

に
な
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

幕ば
く

末ま
つ

に
日に

本ほ
ん

に
や
っ
て
き
た
プ
ロ
イ
セ
ン
海か

い

軍ぐ
ん

の
ラ
イ
ン
ホ

ル
ト
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
、
そ
の
航こ

う

海か
い

記き

で
次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
て

い
る
。

　
日に

本ほ
ん

で
は
、
召め

し

使つ
か

い
女お

ん
なが
た
が
い
に
親し

た

し
い
友と

も

達だ
ち

に
手て

紙が
み

を

書か

く
た
め
に
、
余よ

暇か

を
利り

用よ
う

し
、
ボ
ロ
を
ま
と
っ
た
肉に

く

体た
い

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

で
も
、
読よ

み
書か

き
が
で
き
る
こ
と
で
わ
れ
わ
れ
を
驚お

ど
ろ
か
す
。

民み
ん

衆し
ゅ
う

教き
ょ
う

育い
く

に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
観か

ん

察さ
つ

し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
読よ

み
書か

き
が
全ぜ

ん

然ぜ
ん

で
き
な
い
文も

ん

盲も
う

は
、
全ぜ

ん

体た
い

の
１
％
に

す
ぎ
な
い
。
世せ

界か
い

の
他た

の
ど
こ
の
国く

に

が
、
自じ

国こ
く

に
つ
い
て
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
主し

ゅ

張ち
ょ
うで
き
よ
う
か
？
」

〈『
エ
ル
ベ
号ご

う

艦か
ん

長ち
ょ
う

幕ば
く

末ま
つ

記き

』（
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー

著ち
ょ

、
新し

ん

人じ
ん

物ぶ
つ

往お
う

来ら
い

社し
ゃ

）
よ
り
〉

　

民み
ん

衆し
ゅ
うの
読よ

み
書か

き
能の

う

力り
ょ
くで
は
、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

は
世せ

界か
い

で
も
断だ

ん

然ぜ
ん

の
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
読よ

み
書か

き
能の

う

力り
ょ
くは
、
村む

ら

が
共

き
ょ
う

同ど
う

で
設も

う

け
た
寺て

ら

子こ

屋や

に
よ
っ
て
育い

く

成せ
い

さ
れ
た
。
そ
の
様よ

う

子す

を
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
詳

し
ょ
う

細さ
い

に
記し

る

し
て
い
る
。

　
庶し

ょ

民み
ん

の
学ま

な

び
の
場ば

・
寺て

ら

子こ

屋や

、
工こ

う

業ぎ
ょ
うが
発は

っ

展て
ん

し
、
農の

う

書し
ょ

な

ど
も
さ
か
ん
に
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
庶し

ょ

民み
ん

の
あ
い
だ

で
も
、
読ど

く

書し
ょ

を
し
た
り
、
帳

ち
ょ
う

簿ぼ

を
つ
け
た
り
す
る
こ
と
が
多お

お

く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
生せ

い

活か
つ

上じ
ょ
うの
理り

由ゆ
う

か
ら
、
江え

戸ど

や
京

き
ょ
う

都と

な
ど
の
都と

市し

部ぶ

に
は
、　
寺て

ら

子こ

屋や

が
開ひ

ら

か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
１
７
世せ

い

紀き

末す
え

に
な
る
と
、
寺て

ら

子こ

屋や

は
農の

う

漁ぎ
ょ

村そ
ん

に
も
広ひ

ろ

が
り
、
幕ば

く

末ま
つ

の
わ
が
国く

に

に
は
，
約や

く

１
万ま

ん

も
の
寺て

ら

子こ

屋や

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。・
・
・

　
寺て

ら

子こ

屋や

で
習な

ら

う
内な

い

容よ
う

は
「
読よ

み
・
書か

き
・
そ
ろ
ば
ん
」
の

ほ
か
、
道ど

う

徳と
く

や
古こ

典て
ん

、
地ち

理り

歴れ
き

史し

な
ど
多た

方ほ
う

面め
ん

に
わ
た
り
ま

し
た
。
往お

う

来ら
い

物も
の

と
よ
ば
れ
た
寺て

ら

子こ

屋や

向む

け
の
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

も
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
、
そ
の
数か

ず

は
７
０
０
０
種し

ゅ

類る
い

に
も
お
よ
び
ま
し
た
。
こ

う
し
た
民み

ん

間か
ん

で
の
教

き
ょ
う

育い
く

の
普ふ

及き
ゅ
うに
よ
っ
て
、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

後こ
う

期き

か

ら
末ま

っ

期き

の
教

き
ょ
う

育い
く

水す
い

準じ
ゅ
んは
き
わ
め
て
高た

か

い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
の
ち
の
明め

い

治じ

時じ

代だ
い

以い

降こ
う

の
わ
が
国く

に

の
近き

ん

代だ
い

化か

の
際さ

い

に
、
大お

お

い
に
役や

く

立だ

つ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。［
１
，　
ｐ

１
３
１
］

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を
読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
６
万ま

ん

人に
ん

ほ
ど
の
百ひ

ゃ
く

姓し
ょ
う

を

        

一ひ
と

人り

の
代だ

い

官か
ん

と

         

数す
う

人に
ん

の
手て

代だ
い

で
管か

ん

理り

　

寺て
ら

子こ

屋や

で
子こ

供ど
も

た
ち
を
教

き
ょ
う

育い
く

す
る
こ
と
は
、
農の

う

民み
ん

自じ

身し
ん

が

豊ゆ
た

か
さ
を
求も

と

め
て
実じ

っ

施し

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
藩は

ん

と
し
て
も

教き
ょ
う

育い
く

を
奨

し
ょ
う

励れ
い

し
て
い
た
事じ

例れ
い

が
あ
る
。
寛か

ん

文ぶ
ん

２（
１
６
６
２
）

年ね
ん

の
土と

佐さ

藩は
ん

の
国こ

く

掟じ
ょ
うに
は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うの
子こ

供ど
も

に
も
手て

習な
ら

い
を
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
定さ

だ

め
て
い
る
。

　
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うの
子こ

供ど
も

は
男だ

ん

女じ
ょ

共と
も

に
八は

ち

、
九

き
ゅ
う

歳さ
い

に
も
な
れ
ば
「
面め

ん

々め
ん

の
事こ

と

を
仕し

習な
ら
わせ
」
る
べ
き
で
あ
る
。
庄

し
ょ
う

屋や

や
手て

前ま
え

富ふ
う

貴き

な
者も

の

は
子こ

供ど
も

に
「
物も

の

を
書か

か
せ
算さ

ん

用よ
う

を
も
さ
せ
」
る
が
、
貧ま

ず

し
い

者も
の

は
さ
せ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
貴き

賤せ
ん

万ば
ん

民み
ん

共と
も

に
貧ひ

ん

富ぷ

は
あ
っ

て
も
、
人ひ

と

々び
と

の
志

こ
こ
ろ
ざ
し

次し

第だ
い

で
「
芸げ

い

能の
う

も
調と

と
のう
」
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
う
は
い
っ
て
も
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うは
ま
ず
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うの
こ
と
が
第だ

い

一い
ち

で
あ
る
か
ら
、
物も

の

書か
き

算さ
ん

用よ
う

は
暇ひ

ま

時と
き

を
考か

ん
がえ
、「
夜よ

る

役え
き

（
夜や

間か
ん

）」

に
で
も
さ
せ
る
よ
う
に
。
よ
く
で
き
る
者も

の

は
ひ
と
か
ど
に
取と

り

立た

て
よ
う
。［
３
，　
ｐ
２
２
９
］

　
「
男だ

ん

女じ
ょ

共と
も

に
」「
貧ひ

ん

富ぷ

は
あ
っ
て
も
」
と
い
う
事こ

と

か
ら
、
男だ

ん

女じ
ょ

や
貧ひ

ん

富ぷ

の
差さ

に
関か

ん

係け
い

な
く
、
国こ

く

民み
ん

全ぜ
ん

体た
い

を
教

き
ょ
う

育い
く

す
る
近き

ん

代だ
い

教
き
ょ
う

育い
く

の
意い

識し
き

が
す
で
に
芽め

生ば

え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
東と

う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

で
の
寺て

ら

子こ

屋や

に
関か

ん

す
る
の
記き

事じ

は
、

以い

下か

の
文ぶ

ん

章し
ょ
うの
み
で
あ
る
。

　

庶し
ょ

民み
ん

の
間あ

い
だに
も
教

き
ょ
う

育い
く

へ
の
関か

ん

心し
ん

が
高た

か

ま
り
，
町ま

ち

や
農の

う

村そ
ん

に

多お
お

く
の
寺て

ら

子こ

屋や

が
開ひ

ら

か
れ
、
読よ

み
・
書か

き
・
そ
ろ
ば
ん
な

ど
の
実じ

つ

用よ
う

的て
き

な
知ち

識し
き

や
技ぎ

能の
う

を
教お

し

え
ま
し
た
。［
２
，　
ｐ

１
３
１
］

　
こ
の
淡た

ん

々た
ん

と
し
た
記き

述じ
ゅ
つで
は
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
を
驚お

ど
ろ
か
せ
た
わ

が
国く

に

の
教

き
ょ
う

育い
く

水す
い

準じ
ゅ
んの
高た

か

さ
を
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

た
ち
は
知し

ら
ず
に
読よ

み
過す

ご
し
て
し
ま
う
。
し
か
も
、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

の
指し

摘て
き

す
る
よ

う
に
、
こ
の
庶し

ょ

民み
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

が
、
明め

い

治じ

以い

降こ
う

の
わ
が
国く

に

の
近き

ん

代だ
い

化か

の
基き

盤ば
ん

と
な
っ
た
。
近き

ん

代だ
い

化か

が
遅ち

ち々

と
し
て
進す

す

ま
な
か
っ
た
シ

ナ
や
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

と
の
違ち

が

い
は
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
点て

ん

を
知し

ら
ず
し
て

は
、
わ
が
国く

に

の
歴れ

き

史し

を
学ま

な

ん
だ
と
は
言い

え
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
農の

う

民み
ん

の
自じ

治ち

と
教

き
ょ
う

育い
く

水す
い

準じ
ゅ
んが
相あ

い

俟ま

っ
て
、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
農の

う

業ぎ
ょ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つは
大お

お

い
に
進し

ん

歩ぽ

し
た
。
そ
の
様よ

う

子す

を
東と

う

京
き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
記き

述じ
ゅ
つす
る
。

　
「
農の

う

業ぎ
ょ
う

全ぜ
ん

書し
ょ

」
な
ど
に
よ
っ
て
近き

ん

畿き

地ち

方ほ
う

の
進す

す

ん
だ
農の

う

業ぎ
ょ
うの

技ぎ

術じ
ゅ
つが
各か

く

地ち

に
伝つ

た

わ
り
、
深ふ

か

く
耕た

が
や
す
こ
と
が
で
き
る
備び

っ

中ち
ゅ
うぐ

わ
や
、
脱だ

っ

穀こ
く

を
効こ

う

率り
つ

的て
き

に
す
る
千せ

ん

歯ば

こ
き
な
ど
に
よ
っ
て
生せ

い

産さ
ん

力り
ょ
くが
上あ

が
り
ま
し
た
。

　
都と

市し

で
織お

り

物も
の

や
菜な

種た
ね

油あ
ぶ
らし
ぼ
り
な
ど
の
手し

ゅ

工こ
う

業ぎ
ょ
うが
発は

っ

展て
ん

す

る
と
、
農の

う

村そ
ん

で
は
、
現げ

ん

金き
ん

収し
ゅ
う

入に
ゅ
うを
得え

る
た
め
、
原げ

ん

料り
ょ
うと
な
る

あ
さ
、
綿わ

た

、
あ
ぶ
ら
な
、
こ
う
ぞ
、
み
つ
ま
た
な
ど
の
商

し
ょ
う

品ひ
ん

作さ
く

物も
つ

の
栽さ

い

培ば
い

が
広ひ

ろ

が
り
ま
し
た
。

　

染せ
ん

料り
ょ
うで
は
阿あ

波わ

（
徳と

く

島し
ま

県け
ん

）
の
あ
い
や
出で

羽わ

村む
ら

山や
ま

地ち

方ほ
う

（
山や

ま

形が
た

県け
ん

）
の
紅べ

に

花ば
な

、
宇う

治じ

（
京

き
ょ
う

都と

府ふ

）
の
茶ち

ゃ

、
紀き

伊い

（
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

）
の
み
か
ん
、
備び

ん

後ご

（
広ひ

ろ

島し
ま

県け
ん

）
の
い
ぐ
さ
、
薩さ

つ

摩ま

年ね
ん

貢ぐ

納お
さ

め
ま
で
自じ

主し
ゅ

的て
き

に
行お

こ
な

っ
て
い
た
農の

う

村そ
ん

自じ

治ち

は
、

　
　
　

世せ

界か
い

断だ
ん

ト
ツ
の
農の

う

民み
ん

の
読よ

み
書か

き
能の

う

力り
ょ
く

が
支さ

さ

え
て
い
た
。

６
．「
農の

う

業ぎ
ょ
う

の
進し

ん

歩ぽ

」
が
、  

         

な
ぜ
実じ

つ

現げ
ん

し
た
の
か
？

５
．「
男だ

ん

女じ
ょ

共と
も

に
、

               

貴き

賤せ
ん

万ば
ん

民み
ん

共と
も

に
」

７
．「
激は

げ

し
い
身み

分ぶ
ん

に
よ
る
差さ

別べ
つ

」！
？

（
鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

）
の
さ
と
う
き
び
な
ど
が
生せ

い

産さ
ん

さ
れ
、
地ち

方ほ
う

の
特と

く

産さ
ん

物ぶ
つ

に
な
り
ま
し
た
。［
２
，　
ｐ
１
２
０
］

　

史し

実じ
つ

の
豊ほ

う

富ふ

な
記き

述じ
ゅ
つは
良よ

い
が
、「
幕ば

く

府ふ

は
、・
・
・
米こ

め

以い

外が
い

の
作さ

く

物も
つ

の
栽さ

い

培ば
い

を
制せ

い

限げ
ん

し
た
り
す
る
な
ど
の
規き

制せ
い

を
設も

う

け

ま
し
た
」
と
い
う
記き

述じ
ゅ
つと
の
整せ

い

合ご
う

は
ど
う
な
っ
た
の
か
、
と
嫌い

や

み
の
一ひ

と
つ
も
言い

い
た
く
な
る
。
い
や
、
そ
れ
よ
り
も
農の

う

民み
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

水す
い

準じ
ゅ
んが
驚お

ど
ろ
く
べ
き
水す

い

準じ
ゅ
んに
あ
っ
た
事こ

と

を
説せ

つ

明め
い

し
て
い
な
い
の

で
、
こ
れ
だ
け
の
「
農の

う

業ぎ
ょ
うの
進し

ん

歩ぽ

」
が
な
ぜ
実じ

つ

現げ
ん

し
た
の
か
が

分わ

か
ら
な
い
。

　

し
か
も
、
こ
の
農の

う

業ぎ
ょ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つの
進し

ん

歩ぽ

は
世せ

界か
い

史し

的て
き

に
見み

て
も

傑け
っ

出し
ゅ
つし
た
水す

い

準じ
ゅ
んで
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

は
李り

朝
ち
ょ
う

時じ

代だ
い

ま
で
原げ

ん

始し

的て
き

な
焼や

き
畑は

た

農の
う

業ぎ
ょ
うを
し
て
い
た
が
、
日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

時じ

代だ
い

に
「
農の

う

産さ
ん

漁ぎ
ょ

村そ
ん

振し
ん

興こ
う

運う
ん

動ど
う

」
で
植

し
ょ
く

林り
ん

、
灌か

ん

漑が
い

、
水す

い

田で
ん

開か
い

拓た
く

な
ど
、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

が
行

お
こ
な
っ
て
い
た
農の

う

業ぎ
ょ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つを

展て
ん

開か
い

し
た
結け

っ

果か

、
２
０
年ね

ん

間か
ん

で
米こ

め

の
生せ

い

産さ
ん

量り
ょ
うが
約や

く

１
千せ

ん

万ま
ん

石ご
く

か
ら
２
千せ

ん

万ま
ん

石ご
く
へ
と
倍ば

い

増ぞ
う

し
、人じ

ん

口こ
う

も
９
８
０
万ま

ん

人に
ん

か
ら
、１
，

８
６
６
万ま

ん

人に
ん

と
倍ば

い

増ぞ
う

し
て
い
る
。

　

東と
う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

が
、
世せ

界か
い

に
卓た

く

越え
つ

し
た
庶し

ょ

民み
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

水す
い

準
じ
ゅ
ん

の
か
わ
り
に
、三さ

ん

分ぶ
ん

の
一い

ち
ペ
ー
ジ
も
費つ

い

や
し
て
書か

い
て
い
る
の
が
、

「
激は

げ

し
い
身み

分ぶ
ん

に
よ
る
差さ

別べ
つ

」と
い
う
項こ

う

で
の「
え
た
身み

分ぶ
ん

」「
ひ

に
ん
身み

分ぶ
ん

」
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
、
こ
う
し
た
被ひ

差さ

別べ
つ

階か
い

級き
ゅ
うは
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も

他た

国こ
く

と
比ひ

較か
く

し
て
み
な
い
と
、
ど
の
程て

い

度ど

の
も
の
だ
っ
た
か
が

分わ

か
ら
な
い
。
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
制せ

い

度ど

は
言い

う
に
及お

よ

ば
ず
、

シ
ナ
も
膨ぼ

う

大だ
い

な
数か

ず

の
奴ど

隷れ
い

が
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
くの
中

ち
ゅ
う

核か
く

を
な
し
て
い
た
。

欧お
う

州し
ゅ
うで
は
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
時じ

代だ
い

か
ら
奴ど

隷れ
い

が
存そ

ん

在ざ
い

し
、
近き

ん

代だ
い

に
至い

た
っ
て
も
ア
フ
リ
カ
で
黒こ

く

人じ
ん

を
捕つ

か

ま
え
て
新し

ん

大た
い

陸り
く

で
売う

り

さ
ば
く
奴ど

隷れ
い

貿ぼ
う

易え
き

が
盛さ

か

ん
だ
っ
た
。

　
こ
う
い
う
「
世せ

界か
い

標ひ
ょ
う

準じ
ゅ
ん」
に
比く

ら

べ
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

の
身み

分ぶ
ん

差さ

別べ
つ

が
特と

く

に
ひ
ど
い
も
の
だ
っ
た
と
は
思お

も

え
な
い
。
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
白は

く

丁
ち
ょ
う

が
「
文も

字じ

を
知し

る
こ
と
」「
墓ぼ

碑ひ

を
建た

て
る
こ
と
」
ま
で
禁き

ん

ぜ

ら
れ
た
の
に
比く

ら

べ
れ
ば
、
は
る
か
に
マ
イ
ル
ド
な
制せ

い

度ど

で
あ
っ

た
と
言い

え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

育い
く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

で
は
４
行ぎ

ょ
う
ほ
ど
で
、「
え
た
・
ひ
に
ん
」
が
「
死し

ん
だ
牛

ぎ
ゅ
う

馬ば

の
処し

ょ

理り

、
皮ひ

革か
く

製せ
い

品ひ
ん

を
つ
く
っ
た
り
、
役や

く

目め

と
し
て

罪ざ
い

人に
ん

の
世せ

話わ

」
を
担た

ん

当と
う

し
て
い
た
こ
と
の
一い

っ

方ぽ
う

で
、「
住す

む
場ば

所し
ょ

や
服ふ

く

装そ
う

を
制せ

い

限げ
ん

さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面め

ん

で
き
び
し

い
差さ

別べ
つ

を
受う

け
ま
し
た
」
と
書か

く
。［
１
，　
ｐ
１
２
３
］。
こ

の
程て

い

度ど

の
記き

述じ
ゅ
つが
妥だ

当と
う

だ
ろ
う
。

　

東と
う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

は
、
世せ

界か
い

で
も
傑け

っ

出し
ゅ
つし
た
庶し

ょ

民み
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

水す
い

準じ
ゅ
んに
つ
い
て
は
黙も

く

し
て
語か

た

ら
ず
、
世せ

界か
い

の
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た

階か
い

級き
ゅ
う

差さ

別べ
つ

に
つ
い
て
執し

つ

拗よ
う

に
記き

述じ
ゅ
つす
る
。
こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
記き

述じ
ゅ
つで
は
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

た
ち
は
日に

本ほ
ん

の
優す

ぐ

れ
た
点て

ん

は
教お

し

え
ら

れ
ず
、
暗く

ら

い
面め

ん

ば
か
り
吹ふ

き
込こ

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
世せ

界か
い

史し

的て
き

な
視し

野や

か
ら
自じ

国こ
く

を
見み

な
け
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

の
本ほ

ん

質し
つ

を
理り

解か
い

す
る
こ
と
は
出で

来き

な
い
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

（３） ２０１７年第４７９６号 	 ７月	１５日	（土曜日）

１
．　

伊い

藤と
う

隆た
か
し・
川か

わ

上か
み

和か
ず

久ひ
さ

ほ
か
『
新し

ん

編ぺ
ん　

新あ
た
ら
し
い
日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
８

２
．　
『
新し

ん

編ぺ
ん

新あ
た
らし
い
社し

ゃ

会か
い

歴れ
き

史し　
［
平へ

い

成せ
い

２
８
年ね

ん

度ど

採さ
い

用よ
う

］』、
東と

う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

、
Ｈ
２
７　

３
．　

横よ
こ

田た

冬ふ
ゆ

彦ひ
こ

『
天て

ん

下か

泰た
い

平へ
い　

日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

１
６
』、

講こ
う

談だ
ん

社し
ゃ

学が
く

術じ
ゅ
つ

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
２
１

４
．　

ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
『
エ
ル
ベ
号ご

う

艦か
ん

長
ち
ょ
う

幕ば
く

末ま
つ

記き

』、
新し

ん

人じ
ん

物ぶ
つ

往お
う

来ら
い

社し
ゃ

「
日に

本ほ
ん

の
世せ

界か
い

一い
ち
」、「
世せ

界か
い

が
驚

き
ょ
う

嘆た
ん

し
た
識し

き

字じ

率り
つ

世せ

界か
い

一い
ち

の
日に

本ほ
ん

」
よ
り
再さ

い

引い
ん

用よ
う

５
．W

ik
ip
ed
ia　

co
n
trib
u
to
rs.　

”

賤せ
ん

民み
ん.

”　

W
ikipedia.　

W
ikipedia,　

3

　

N
ov.　

2
0
1
6
.　

W
eb.　

3

　

N
ov.　

2
0
1
6
.

６
．W

ik
ip
ed
ia　

co
n
trib
u
to
rs.　

”

奴ど

隷れ
い.

”　

W
ikipedia.　

W
ik
ip
ed
ia
,　

2
4

　

F
e
b
.　

2
0
1
7
.　

W
e
b
.　

2
4

　

F
e
b
.　

2
0
1
7
.

７
．W

ik
ip
e
d
ia　

con
tributors.　

”

白は
く

丁ち
ょ
う.

”　

W
ikiped

ia
.　

W
ik
ip
ed
ia
,　

1
0

　

D
ec.　

2
0
1
6
.　

W
eb
.　

1
0

　

D
ec.　

2
0
1
6
.

歴
れき

史
し

教
きょう

科
か

書
しょ

読
よ

み比
くら

べ

４
．
世せ

界か
い

で
も
群ぐ

ん

を
抜ぬ

い
た

        

読よ

み
書か

き
能の

う

力り
ょ
く
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Empresa 

A empresa chinesa de 
compartilhamento de 
bicicletas Mobike co-
meçou a atuar no setor 
em abril do ano passa-
do. Os usuários podem 
pegar ou devolver as 
bicicletas em qualquer 
lugar. Pagam apenas 
1 iuane — cerca de 15 
centavos de dólar — 
por 30 minutos de uti-
lização. No intervalo de 
12 meses, o número de 
usuários superou a mar-
ca de 100 milhões, gra-
ças à tarifa módica e à 
possibilidade de pagar 
no smartphone. A em-
presa trabalha com mais 
de 5 milhões de bicicle-
tas em cem cidades da 
China e outros países. 
No mês passado, a 
Mobike abriu subsidi-
ária no Japão. A com-
panhia informa que, 
até o fim do ano, ofe-
recerá o serviço em 
dez cidades japonesas. 
Neste Comentário, 
fala sobre as perspec-
tivas dos negócios 
de compartilhamen-
to de bicicletas Zhu 
Dajian, o diretor do 
Instituto de Gover-
nança para Sustenta-
bilidade, da Universi-
dade Tongji, da China. 
“Três razões explicam o 
grande sucesso da Mo-
bike na China. Em pri-

Total de mortes chega a 29 
depois de chuvas recordes 
em Kyushu

Em grandes cidades da China, prosperam ne-
gócios de compartilhamento de bicicletas. Por 
meio do serviço, é possível usar a qualquer mo-
mento bicicletas que ficam à disposição de inte-
ressados em vários locais da área urbana.

meiro lugar, as cidades 
em que a empresa atua 
têm suficiente densida-
de populacional para 
viabilizar o negócio de 
compartilhamento de 
bicicletas. Em segundo 
lugar, o pagamento no 
smartphone está am-
plamente disponível na 
China, e os usuários 
chineses apreciam a fa-
cilidade desta forma de 
pagamento. Em tercei-
ro lugar, constitui um 
problema para os pas-
sageiros dos transpor-
tes coletivos, nas gran-
des cidades da China, o 
deslocamento do lar à 
estação de metrô mais 
próxima e também da 
estação de destino ao 
local de trabalho. A dis-
tância é curta demais 
para uma corrida de 
táxi e longa demais para 
percorrer a pé. A Mobi-
ke resolveu o problema 
com o oferecimento do 
serviço de comparti-
lhamento de bicicletas. 
É provável que o mes-
mo serviço tenha êxito 
no Japão em razão da 
densa população das 
grandes cidades do 
país. Contudo, a Mo-
bike enfrenta dois de-
safios. Antes de mais 
nada, pagar no smar-
tphone não é tão co-
mum no Japão. Dito 

isso, a falta de hábito 
talvez não seja empe-
cilho maior caso este-
jam disponíveis outros 
meios de pagamento, 
como cartão de crédito. 
O maior desafio da 
empresa é a falta de 
espaços para estacio-
namento de bicicletas 
e de faixas especiais 
ou ciclovias. O desafio 
poderá ser superado 
por meio de convênios 
entre governos munici-
pais e o setor privado. 
Com essa colaboração, 
poderão ser criados 
espaços para estacio-
namento de bicicletas. 
Outra eventual questão 
é a existência dos sis-
temas ferroviários al-
tamente desenvolvidos 
em Tóquio e outras me-
trópoles japonesas, que 
podem impedir uma 
decolagem imediata do 
compartilhamento de 
bicicletas. Assim, pode-
rá convir o lançamen-
to experimental deste 
modelo de negócio em 
cidades menores ou 
municípios vizinhos a 
Tóquio, como Yokoha-
ma. De qualquer modo, 
o modelo de negócio 
deve ser ajustado às cir-
cunstâncias das cidades 
do Japão.”

Cerca de 20 pessoas 
continuam desapare-
cidas na parte norte de 
Kyushu, no sudoeste do 
Japão, após chuvas sem 
precedentes que come-
çaram no dia 5 de julho. 
Grandes enchentes que 
se seguiram às fortes 
chuvas provocaram vá-
rias mortes nas provín-
cias de Fukuoka e Oita. 
Até às 11h de quinta-
feira, um total de 29 
pessoas havia morrido. 
Incluem-se aí quatro 
pessoas cujas mortes 

foram confirmadas na 
quarta-feira. Resga-
tistas em Fukuoka se-
guem buscando cerca 
de 20 desaparecidos. 
Um total de 1.182 pes-
soas permanecem em 
abrigos temporários, tais 
como escolas primárias 
e centros comunitários. 
Na quinta-feira, o sol 
escaldante fez com que 
a temperatura subisse 
na cidade de Asakura, 
uma das regiões mais 
atingidas. Os termôme-
tros subiram acima dos 

Altas autoridades da 
Defesa do Japão, dos Es-
tados Unidos e da Coreia 
do Sul afirmam que os 
programas nuclear e de 
mísseis da Coreia do Nor-
te representam uma grave 
ameaça para a paz e a se-
gurança não só do nor-
deste da Ásia, como tam-
bém de outras regiões. 
O consenso foi expres-
so em vídeoconferência 

Japão, EUA e Coreia do Sul dialogam 
sobre defesa nacional e a ameaça 
norte-coreana

que reuniu as autorida-
des nesta quarta-feira. 
O diálogo se realiza em 
meio à elevação do clima 
de tensão desde o anún-
cio feito dia 4 por Pyon-
gyang de que teria tido 
sucesso, pela primeira 
vez, no lançamento ex-
perimental de um míssil 
balístico intercontinental. 
As autoridades da Defesa 
condenaram o lançamen-

chinesa de 

Chuvas recordes  13/07/2017

Coreia do Norte 　12/07/2017

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

compartilhamento 30 graus centígrados 
antes do meio-dia. En-
frentando o calor, mo-
radores e voluntários re-
moviam os escombros. 
Um voluntário de 47 
anos de idade afirmou 
que é duro trabalhar sob 
o sol forte, mas isso não 
era nada comparado à 
situação enfrentada pe-
los sobreviventes das 
enchentes. Ele disse que 
vai continuar se esfor-
çando e se precavendo 
contra a onda de calor.

to e o classificaram de 
clara violação de resolu-
ções do conselho de segu-
rança das Nações Unidas. 
Decidiram que suas na-
ções vão intensificar a 
cooperação mútua na 
área da Defesa, sem dei-
xar de exercer pressão 
sobre a Coreia do Norte 
para que o país se dispo-
nha a dialogar com vistas 
à desnuclearização.

de bicicletas vai 

（５） ２０１７年第４７９６号 	 ７月	１５日	（土曜日）

Comentário　13/07/2017

atuar no Japão

Cerca de uma centena 
de formigas-de-fogo fo-
ram encontradas no cais 
de Oi, no porto da capital 
japonesa, na quinta-feira. 
A descoberta dos inse-
tos venenosos se segue 
à identificação de uma 
única formiga-de-fogo 
durante a inspeção de um 
contêiner vindo da China 
na segunda-feira passada. 

Mais formigas-de-fogo são 
encontradas em porto da 
capital japonesa

Funcionários do Go-
verno Metropolitano de 
Tóquio e do Ministério 
do Meio Ambiente con-
tinuaram suas buscas, 
levantando o piso de 
madeira do contêiner. 
Com isso, foram encon-
tradas outras cem for-
migas-de-fogo, além 
de ovos, larvas e pu-
pas, dentro das tábuas. 

Formigas-de-fogo 　13/07/2017

O contêiner em ques-
tão veio da província 
chinesa de Guang-
dong, via Hong Kong. 
A picada da formiga-de-
fogo, espécie nativa da 
América do Sul, pode 
ser fatal. Desde maio, 
elas foram encontradas 
em quatro províncias do 
Japão, inclusive em Tó-
quio.

Uma conferência inter-
nacional que está sen-
do realizada no Japão 
irá decidir sobre a in-
trodução de cotas para 
pesca do peixe cavala. 
Autoridades estão reu-
nidas em Sapporo numa 
tentativa de impedir uma 
redução significativa dos 
cardumes da espécie. 
Entre os membros estão 
China, Coreia e Taiwan. 

O Japão propôs esta-
belecer limites de pes-
ca por país e área. A 
proposta leva em con-
sideração o forte au-
mento na quantidade de 
peixes capturados pelos 
membros participantes. 
O Japão propõe um limi-
te anual de captura entre 
os países membros em 
pouco mais de 560 mil 
toneladas. O país sugere 

Limite de pesca 　13/07/2017

alocar 242 mil toneladas 
para o Japão, 190 mil 
toneladas para Taiwan 
e 46 mil toneladas para 
a China, com base 
nas capturas passadas. 
Será a primeira tentativa 
de estabelecer um limite 
internacional de pesca 
para a cavala. Entretanto, 
especialistas dizem que 
China e Taiwan devem se 
opor à proposta.

Japão propõe 
estabelecer cotas para 
pesca de cavala
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2007 年
ねん

の 40周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

公
こう

演
えん

の様
よう

子
す

本ほ
ん

当と
う

に
あ
り
が
た
い
」
と
当と

う

地ち

に
対た

い

す
る
思お

も

い
を
述の

べ
た
。　

小お

田だ

か
つ
よ
さ
ん
は

０
０
年ね

ん

に
行お

こ
な

わ
れ
た
「
淡た

ん

海か
い

節ぶ
し

全ぜ
ん

国こ
く

大た
い

会か
い

」
を
は
じ
め
、

２
１
の
全ぜ

ん

国こ
く

大た
い

会か
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ
う

を
飾か

ざ

っ
て
い
る
。
歌か

謡よ
う

曲き
ょ
く

を
披ひ

露ろ
う

す
る
石い

し

井い

基も
と

開ひ
ら

さ

　
「
５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

と
い
う
の
は

や
ろ
う
と
し
て
も
出で

来き

る
も

の
で
は
な
い
。
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
の

尽じ
ん

力り
ょ
く

が
あ
っ
て
こ
そ
」
―
―

１
３
日に

ち

に
ニ
ッ
ケ
イ
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
で
行お

こ

な
わ
れ
た
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

で
、
塩し

お

野の

会か
い

長ち
ょ
う

は
大お

お

き
な

節ふ
し

目め

で
あ
る
こ
と
を
強き

ょ
う

調ち
ょ
う

し

た
。
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

と
の
親し

ん

善ぜ
ん

交こ
う

流り
ゅ
う

は
、
創そ

う

立り
つ

２
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

以い

来ら
い

、
今こ

ん

回か
い

で
７
回か

い

目め

。

　

佐さ

さ々

木き

基も
と

晴は
る

民み
ん

謡よ
う

名め
い

人じ
ん

位い

（
９
２
）
は
、
な
ん
と
１
６

回か
い

目め

の
来ら

い

伯は
く

と
な
る
。
当と

う

地ち

で
の
民み

ん

謡よ
う

の
普ふ

及き
ゅ
う

と
指し

導ど
う

に

尽じ
ん

力り
ょ
く

し
、「
江え

差さ
し

追お
い

　わ
け分
ブ
ラ

ジ
ル
大た

い

会か
い

」
の
優ゆ

う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

が
日に

本ほ
ん

で
行お

こ

な
わ
れ
る
全ぜ

ん

国こ
く

大た
い

会か
い

に
出し

ゅ
つ
じ
ょ
う場
す
る
き
っ
か
け
を
作つ

く

っ

た
大だ

い

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

だ
。

　

佐さ

さ々

木き

民み
ん

謡よ
う

名め
い

人じ
ん

位い

は

「
私わ

た
し

の
人じ

ん

生せ
い

は
ブ
ラ
ジ
ル
に

あ
る
」
と
切き

り
出だ

し
、「
１
６

回か
い

も
来く

る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
ブ
ラ
ジ
ル
の
皆み

な

さ
ん
の
民み

ん

謡よ
う

に
対た

い

す
る
真し

ん

摯し

な
姿し

勢せ
い

、

フ
ァ
ン
の
力ち

か
ら

が
あ
っ
た
か
ら
。

ん
な
ど
、
他ほ

か

に
も
日に

本ほ
ん

を

代だ
い

表ひ
ょ
う

す
る
歌う

た

い
手て

、
演え

ん

奏そ
う

者し
ゃ

が
出し

ゅ
つ

演え
ん

す
る
。

　

同ど
う

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

の
ほ
か
、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

大た
い

会か
い

歴れ
き

代だ
い

の
優ゆ

う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

や
当と

う

地ち

の
民み

ん

謡よ
う

・
民た

み

舞ぶ

団だ
ん

体た
い

が
参さ

ん

年ね
ん

の
こ
と
だ
。

　

発ほ
っ

足そ
く

か
ら
５
年ね

ん

後ご

に
は
、

移い

民み
ん

５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

、
会か

い

創そ
う

立り
つ

５

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
、
初は

つ

の
全ぜ

ん

伯ぱ
く

大た
い

会か
い

が
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
の
テ

ア
ト
ロ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
こ
の
年と

し

、「
民み

ん

謡よ
う

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

」
が
創そ

う

立り
つ

。
６
１
年ね

ん

に

は
石い

し

川か
わ

諭さ
と
し

氏し

（
第だ

い

四よ
ん

代だ
い

会か
い

長ち
ょ
う

）

ら
若わ

か

い
世せ

代だ
い

に
よ
り
「
民み

ん

謡よ
う

早さ

苗な
え

会か
い

」
が
発ほ

っ

足そ
く

し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
移い

民み
ん

６
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

を
祝い

わ

っ
た
６
８
年ね

ん

の
５
月が

つ

２
０
日か

、
前ぜ

ん

記き

団だ
ん

体た
い

な
ど
ブ

ラ
ジ
ル
の
民み

ん

謡よ
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

に
よ

り
「
伯は

っ

国こ
く

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

」

が
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
た
。
６
５
人に

ん

の

発ほ
っ

起き

人に
ん

の
中な

か

に
は
、
田た

村む
ら

幸ゆ
き

重し
げ

、
平ひ

ら

田た

進す
す
む

連れ
ん

邦ぽ
う

議ぎ

員い
ん

や
、

文ぶ
ん

協き
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
う

を
勤つ

と

め
た
中な

か

沢ざ
わ

源げ
ん

一い
ち

郎ろ
う

、
宮み

や

坂さ
か

国く
に

人と

氏し

、
コ
チ

ア
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

の
井い

の

上う
え

忠た
だ

志し

理り

事じ

長ち
ょ
う

な
ど
錚そ

う
そ
う々

た
る
人じ

ん

物ぶ
つ

が

移い

民み
ん

の
郷き

ょ
う

愁し
ゅ
う

慰な
ぐ
さ

め
た
半は

ん

世せ
い

紀き

４
０
年ね

ん

続つ
づ

く
日に

本ほ
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
う

加か

。
全ぜ

ん

国こ
く

各か
く

地ち

の
民み

ん

謡よ
う

が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
る
。

　

佐さ

さ々

木き

民み
ん

謡よ
う

名め
い

人じ
ん

位い

は

「
来ら

い

伯は
く

は
最さ

い

後ご

に
な
る
と
思お

も

う
が
、
喜よ

ろ
こ

び
と
感か

ん

謝し
ゃ

の
気き

持も

ち
を
込こ

め
て
誠せ

い

心し
ん

誠せ
い

意い

唄う
た

う
」
と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

　

金か
ね

子こ

団だ
ん

長ち
ょ
う

を
含ふ

く

む
７
人に

ん

は

７
日か

に
来ら

い

伯は
く

し
、
１
０
日か

か

ら
１
５
日に

ち

に
か
け
て
プ
レ
ジ

デ
ン
テ・
プ
ル
デ
ン
テ
、
リ
オ・

デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、
ブ
ラ
ジ

名な

を
連つ

ら

ね
て
い
る
。

　

初し
ょ

代だ
い

会か
い

長ち
ょ
う

は
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
州し

ゅ
う

議ぎ

や
南な

ん

米べ
い

銀ぎ
ん

行こ
う

取と
り

締し
ま
り

役や
く

な
ど
を
務つ

と

め
た
内う

ち

山や
ま

良よ
し

文ふ
み

氏し

。

同ど
う

年ね
ん

１
１
月が

つ

に
文ぶ

ん

協き
ょ
う

ビ
ル
で

「
第だ

い

一い
っ
か
い回
慈じ

善ぜ
ん

協き
ょ
う
り
ょ
く力
全ぜ

ん
ぱ
く伯
民み

ん

謡よ
う

コ
ン
ク
ー
ル
」が
開か

い

催さ
い

さ
れ
、

百ひ
ゃ
く

人に
ん

以い

上じ
ょ
う

が
参さ

ん

加か

し
た
。

　

千ち

葉ば

忠た
だ

巳み

氏し

、
佐さ

さ々

木き

重し
げ

夫お

氏し(

民み
ん

謡よ
う

好こ
う

友ゆ
う

会か
い)

、
土は

生ぶ

文ふ
み

吉き
ち

氏し

（
民み

ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

）、
猪い

狩が
り

親し
ん

一い
ち

氏し

（
民み

ん

謡よ
う

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

）ら
、

各か
く

団だ
ん

体た
い

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

は
聖せ

い

市し

に

限か
ぎ

ら
ず
、
モ
ジ
、
ス
ザ
ノ
、
サ

ン
ジ
ョ
ゼ
・
ド
ス
・
カ
ン
ポ
ス
、

ソ
ロ
カ
バ
、
レ
ジ
ス
ト
ロ
、
ソ

ロ
カ
バ
ナ
沿え

ん

線せ
ん

、
プ
ル
ジ
デ
ン

テ
・
プ
ル
デ
ン
テ
、
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

で
は
マ
リ
ン
ガ
、
ロ
ン
ド
リ
ー

ナ
、
ク
リ
チ
ー
バ
に
会か

い

を
設せ

つ

立り
つ

し
、
広こ

う

域い
き

に
わ
た
る
民み

ん

謡よ
う

の
普ふ

及き
ゅ
う

発は
っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

し
た
。

　

伯は
っ

国こ
く

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

と
日に

本ほ
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
う

は
１
９
７
６

年ね
ん

、
日に

本ほ
ん

の
プ
ロ
歌か

手し
ゅ

を

招ま
ね

い
て
開ひ

ら

か
れ
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
に
は
じ
ま

る
。
今こ

ん

回か
い

出し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
佐さ

さ々

木き

基も
と

晴は
る

民み
ん

謡よ
う

名め
い

人じ
ん

位い

は
こ
の
際さ

い

に
初は

つ

来ら
い

伯は
く

し
た
。

　

８
３
年ね

ん

に
は
移い

民み
ん

７
５

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
、
佐さ

さ々

木き

民み
ん

謡よ
う

名め
い

人じ
ん

位い

を
団だ

ん

長ち
ょ
う

に

日に

本ほ
ん

か
ら
使し

節せ
つ

団だ
ん

が
来ら

い

伯は
く

、

公こ
う

演え
ん

。
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
使し

節せ
つ

団だ
ん

に
よ
る
公こ

う

演え
ん

は
そ
の

後ご

、
計け

い

７
回か

い

に
わ
た
っ
て

実じ
っ

施し

さ
れ
て
い
る
。
８
８

年ね
ん

に
は
、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

８
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
た
パ

カ
エ
ン
ブ
ー
競き

ょ
う

技ぎ

場じ
ょ
う

で
も

民み
ん

謡よ
う

を
披ひ

露ろ
う

し
た
。

伯は
っ

国こ
く

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

は
現げ

ん

在ざ
い

、

国こ
く

内な
い

１
５
支し

部ぶ

。
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

で

は
８
８
年ね

ん

の
第だ

い

２
１
回か

い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

大た
い

会か
い

か
ら
総そ

う

合ご
う

優ゆ
う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

を
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

ブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

代だ
い

表ひ
ょ
う

と
し
て
日に

本ほ
ん

へ
派は

遣け
ん

し

て
お
り
、
今こ

年と
し

の
５
０
回か

い

大た
い

会か
い

ま
で
に
３
０
人に

ん

が
日に

本ほ
ん

の

民み
ん

謡よ
う

民み
ん

舞ぶ

全ぜ
ん

国こ
く

大た
い

会か
い

に
出し

ゅ
つ
じ
ょ
う場

し
て
い
る
。

い
な
が
ら
、
民み

ん

謡よ
う

を
通と

お

し
て

心こ
こ
ろ

の
ふ
れ
あ
い
を
第だ

い

一い
ち

に
、
明あ

か

る
く
楽た

の

し
い
社し

ゃ

会か
い

づ
く
り
の

為た
め

に
も
な
る
民み

ん

謡よ
う

会か
い

を
育そ

だ

て

て
参ま

い

り
ま
す
事こ

と

が
第だ

い

一い
ち

の
目も

く

的て
き

で
す
。

　

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

を
唄う

た

い
合あ

う
仲な

か

間ま

同ど
う

志し

は
、
い
つ
も
優や

さ

し
い

心こ
こ
ろ

で
民み

ん

謡よ
う

を
広ひ

ろ

め
て
参ま

い

り
ま

す
事こ

と

が
、
こ
れ
か
ら
の
民み

ん

謡よ
う

の
普ふ

及き
ゅ
う

と
発は

っ

展て
ん

で
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
益ま

す

々ま
す

の
ご
発は

っ

展て
ん

を
心こ

こ
ろ

か
ら

祈い
の

っ
て
お
り
ま
す
。

な
演え

ん

奏そ
う

、
又ま

た

、
尺し

ゃ
く

八は
ち

グ
ル
ー

プ
の
音ね

色い
ろ

の
美う

つ
く

し
さ
、
そ
し

て
民み

ん

謡よ
う

歌か

手し
ゅ

の
見み

事ご
と

な
唄う

た

い

振ぶ

り
に
驚お

ど
ろ

く
ば
か
り
で
す
。

三し
ゃ

味み

線せ
ん

演え
ん

奏そ
う

と
民み

ん

謡よ
う

の
唄う

た

い

手て

は
、
日に

本ほ
ん

の
民み

ん

謡よ
う

会か
い

に
勝ま

さ

る
と
も
劣お

と

ら
な
い
内な

い

容よ
う

で
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
民み

ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

創そ
う

立り
つ

５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

は
、
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
誇ほ

こ

り
あ

る
記き

念ね
ん

の
日ひ

で
す
。
心こ

こ
ろ

か
ら

お
慶よ

ろ
こ

び
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

今こ
ん

後ご

の
民み

ん

謡よ
う

は
、
共と

も

に
心こ

こ
ろ

を
合あ

わ
せ
手て

を
取と

り
助た

す

け
合あ

民
みん

謡
よう

名
めい

人
じん

位
い

民
みん

謡
よう

道
どう

 佐
さ

々
さ

木
き

基
もと

晴
はる

連
れん

合
ごう

家
いえ

元
もと

（公
こう

財
ざい

）日
に

本
ほん

民
みん

謡
よう

協
きょう

会
かい

理
り

事
じ

長
ちょう

代
だい

理
り

佐
さ

々
さ

木
き

 基
もと

晴
はる

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す
。

　

此こ

の
度た

び

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

が
５
０
年ね

ん

の
長な

が

き
に

渡わ
た

り
ま
し
て
、
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

の

発は
っ

展て
ん

に
努つ

と

め
ら
て
こ
ら
れ
ま

し
た
皆み

な

様さ
ま

の
御ご

努ど

力り
ょ
く

に
心こ

こ
ろ

か

ら
敬け

い

意い

と
感か

ん

謝し
ゃ

を
申も

う

し
上あ

げ

ま
す
。

　

５
０
年ね

ん

前ま
え

は
三し

ゃ

味み

線せ
ん

も
尺し

ゃ
く

八は
ち

も
少す

く

な
く
、小ち

い

さ
な
グ
ル
ー

プ
だ
っ
た
と
思お

も

い
ま
す
。

　

私わ
た
し

も
４
０
年ね

ん

前ま
え

発ほ
っ

足そ
く

し
て

間ま

も
無な

く
の
頃こ

ろ

に
ブ
ラ
ジ
ル
に

参ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
頃こ

ろ

の
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

に
「
こ

れ
か
ら
」
と
の
意い

気き

込ご

み
を

肌は
だ

で
感か

ん

じ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後ご

、
私わ

た
し

の
十じ

ゅ
う

数す
う

回か
い

の
訪ほ

う

伯は
く

も

挟は
さ

ん
で
、
今こ

ん
に
ち日
ま
で
の
協き

ょ
う

会か
い

の
歴れ

き

史し

を
作つ

く

り
、
強し

い
て
は

日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

文ぶ
ん

化か

の
民み

ん

謡よ
う

の

普ふ

及き
ゅ
う

伝で
ん

承し
ょ
う

に
つ
な
が
っ
た
も
の

と
心こ

こ
ろ

か
ら
喜よ

ろ
こ

ん
で
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今い

ま

の
ブ

ラ
ジ
ル
民み

ん

謡よ
う

会か
い

は
驚お

ど
ろ

く
事こ

と

ば

か
り
で
す
。

　

三し
ゃ

味み

線せ
ん

グ
ル
ー
プ
の
豪ご

う

華か

　

ブ
ラ
ジ
ル
民み

ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

創そ
う

立り
つ

５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

お
め
で
と
う

ア
の
日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

界か
い

の
先せ

ん

生せ
い

方が
た

の
快

こ
こ
ろ
よい
協き

ょ
う

力り
ょ
く

で
、
民み

ん

舞ぶ

に
華は

な

を
添そ

え
て
頂い

た
だ

き
ま
す
。
心こ

こ
ろ

よ

り
お
礼れ

い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

日に

本ほ
ん

の
心こ

こ
ろ

で
あ
る
民み

ん

謡よ
う

民み
ん

舞ぶ

を
最さ

い

後ご

ま
で
ゆ
っ
く
り
と

楽た
の

し
ん
で
頂い

た
だ

き
ま
す
様よ

う

願ね
が

い

ま
す
。

　
お
わ
り
に
、
本ほ

ん

祭さ
い

典て
ん

開か
い

催さ
い

に

あ
た
り Paradise Golf & 

Lake Resort 

の
堀ほ

り

井い

文ふ
み

雄お

社し
ゃ

長ち
ょ
う

様さ
ま

に
は
多た

大だ
い

な
ご
支し

援え
ん

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
ま

た
多お

お

く
の
皆み

な

様さ
ま

に
ご
協き

ょ
う

力り
ょ
く

い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心こ

こ
ろ

よ
り

厚あ
つ

く
御お

礼れ
い

を
申も

う

し
上あ

げ
、
皆み

な

様さ
ま

の
益ま

す

々ま
す

の
ご
活か

つ

躍や
く

と
ご
健け

ん

勝し
ょ
う

を
ご
祈き

念ね
ん

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

次じ

世せ

代だ
い

へ
の
継け

い

承し
ょ
う･

交こ
う

代た
い

が
大お

お

き
な
課か

題だ
い

に
な
っ
て
い
る

中な
か

、
先せ

ん

生せ
い

方が
た

の
熱ね

つ

意い

に
よ
り

年と
し

毎ご
と

に
大た

い

会か
い

の
少し

ょ
う

年ね
ん

少し
ょ
う

女じ
ょ

の

部ぶ

と
青そ

う

壮せ
い

年ね
ん

の
部ぶ

の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

が
増ふ

え
て
き
て
い
ま
す
事こ

と

は
、

誠ま
こ
と

に
嬉う

れ

し
い
か
ぎ
り
で
す
。

５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

に
あ
た
り
民み

ん

謡よ
う

界か
い

が
益ま

す

々ま
す

盛さ
か

ん
に
な
り
同ど

う

時じ

に

世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

が
出で

来き

れ
ば
と
祈き

念ね
ん

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

明あ

日し
た

に
向む

か

っ
て
歌う

た

お

う
！
！　

日に
っ

伯ぱ
く

交こ
う

流り
ゅ
う

民み
ん

謡よ
う

民み
ん

舞ぶ

の
祭さ

い

典て
ん

と
称し

ょ
う

し
て
、
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

と
ブ
ラ
ジ
ル
側が

わ

の

最さ
い

年ね
ん

少し
ょ
う

者し
ゃ･

最さ
い

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

を
交ま

じ

え
た
皆み

な

様さ
ま

の
民み

ん

謡よ
う

と
コ
ロ
ニ

ブラジル日
に

本
ほん

民
みん

謡
よう

協
きょう

会
かい

公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

日
に

本
ほん

民
みん

謡
よう

協
きょう

会
かい

ブラジル支
し

部
ぶ

 会
かい

長
ちょう

塩
しお

野
の

 彰
あきら

明あ

日し
た

に
向む

か

っ
て
歌う

た

お
う
!!

指し

導ど
う

ご
支し

援え
ん

に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
心こ

こ
ろ

よ
り
厚あ

つ

く
お
礼れ

い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

本ほ
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
は
公こ

う

益え
き

財ざ
い

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

よ
り

金か
ね

子こ

利と
し

夫お

常じ
ょ
う

務む

理り

事じ

様さ
ま

を
団だ

ん

長ち
ょ
う

に
、
慶け

い

祝し
ゅ
く

民み
ん

謡よ
う

親し
ん

善ぜ
ん

公こ
う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

団だ
ん

を
お
迎む

か

え
し
て
記き

念ね
ん

公こ
う

演え
ん

を
し
て
頂い

た
だ

き
ま
す
こ
と

に
、
心こ

こ
ろ

よ
り
御お

礼れ
い

を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

協き
ょ
う

会か
い

理り

事じ

長ち
ょ
う

代だ
い

理り

と
し

て
１
６
回か

い

の
来ら

い

伯は
く

を
さ
れ

ま
す
民み

ん

謡よ
う

名め
い

人じ
ん

位い

の
佐さ

さ々

木き

基も
と

晴は
る

先せ
ん

生せ
い

は
じ
め
、
数か

ず

々か
ず

の
民み

ん

謡よ
う

日に

本ほ
ん

一い
ち

の
保ほ

持じ

者し
ゃ

の
皆み

な

様さ
ま

が
民み

ん

謡よ
う

の
真し

ん

髄ず
い

を

ご
披ひ

露ろ
う

し
て
頂い

た
だ

き
、
懐な

つ

か
し

い
故ふ

る

郷さ
と

に
想お

も

い
を
馳は

せ
な

が
ら
、
日に

っ

伯ぱ
く

親し
ん

善ぜ
ん

友ゆ
う

好こ
う

の
交こ

う

流り
ゅ
う

が
な
さ
れ
る
事こ

と

を
願ね

が

っ
て
お
り
ま
す
。

　

来ら
い

年ね
ん

は
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
年ね

ん

で
す
。
移い

民み
ん

初し
ょ

期き

よ
り
苦く

難な
ん

を
乗の

り

越こ

え
、
今こ

ん

日に
ち

の
ブ
ラ
ジ
ル
の

社し
ゃ

会か
い

の
中な

か

で
誇ほ

こ

れ
る
日に

っ

系け
い

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

を
築き

ず

き
上あ

げ
て
き
た
先せ

ん

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

、
そ
の
中な

か

で
民み

ん

謡よ
う

は
暮く

ら
し
の
支さ

さ

え
と
し
て
歌う

た

い
継つ

が
れ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
。
戦せ

ん

後ご

数す
う

団だ
ん

体た
い

あ
っ
た
民み

ん

謡よ
う

界か
い

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

の
合ご

う

意い

に
よ

り
５
０
年ね

ん

前ま
え

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

が
創そ

う

立り
つ

さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
半は

ん

世せ
い

紀き

の
間あ

い
だ

、
民み

ん

謡よ
う

の
普ふ

及き
ゅ
う･

向こ
う

上じ
ょ
う

と
協き

ょ
う

会か
い

の

継け
い

続ぞ
く

に
努ど

力り
ょ
く

さ
れ
て
き
た
先せ

ん

輩ぱ
い

の
熱ね

つ

意い

に
敬け

い

意い

と
感か

ん

謝し
ゃ

を

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

創そ
う

立り
つ

５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
記き

念ね
ん

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

に
て
開か

い

催さ
い

出で

来き

ま
す
こ
と
は
、
会か

い

員い
ん

の

皆み
な

様さ
ま

を
は
じ
め
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

の
ご

　

日ひ

び々

の
営い

と
な

み
の
中な

か

で
口く

ち

ず

さ
ま
れ
て
き
た
民み

ん

謡よ
う

は
、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

に
よ
っ
て
当と

う

地ち

に
も

た
ら
さ
れ
根ね

付づ

い
た
。
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
前ぜ

ん

身し
ん

と
な
る
「
民み

ん

謡よ
う

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い

」
が

小こ

林ば
や
し

美み

登ど

利り

氏し

ら
に
よ
っ
て

設せ
つ

立り
つ

さ
れ
た
の
は
１
９
５
３

リ
ア
で
訪ほ

う

問も
ん

公こ
う

演え
ん

な
ど
を
行お

こ

な
っ
た
。
佐さ

さ々

木き

民み
ん

謡よ
う

名め
い

人じ
ん

位い

ら
８
人に

ん

は
１
７
日に

ち

に
聖せ

い

州し
ゅ
う

の
サ
ン
ト
ス
厚こ

う

生せ
い

ホ
ー
ム
で

公こ
う

演え
ん

を
行お

こ
な

い
、
同ど

う

日じ
つ

に
全ぜ

ん

メ

ン
バ
ー
と
も
離り

伯は
く

す
る
。　　　 猪

い

狩
かり

 武
たけ

俊
とし

（故
こ
）

（1993～ 1998年
ねん

）
　　　  小

お

篠
ざさ

 マリオ（故こ）
（1998～ 1999年

ねん

）
 石
いし

川
かわ

 諭
さとし

（1999～ 2004 年
ねん

）
 横
よこ

山
やま

 正
ただし

（2004～ 2014 年
ねん

）
　　　 内

うち

山
やま

 良
よし

文
ふみ

（故
こ
）

（1968～ 1993年
ねん

）
初
しょ

代
だい

二
に

代
だい

三
さん

代
だい

四
よん

代
だい

五
ご

代
だい

13 日
にち

記
き

者
しゃ

会
かい

見
けん

に臨
のぞ

んだ一
いっ

行
こう

。前
ぜん

列
れつ

右
みぎ

から４人
にん

目
め

が佐
さ

々
さ

木
き

民
みん

謡
よう

名
めい

人
じん

位
い

豪ご
う

華か

な
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

15
人に

ん

が
来ら

い

伯は
く

佐さ

々さ

木き

名め
い

人じ
ん

位い

「
今こ

ん

回か
い

最さ
い

後ご

か
も
」

大だ
い

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ民

みん

謡
よう

協
きょう

会
かい

50周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

公
こう

演
えん

ブラジル
日
に

本
ほん

　

創そ
う

立り
つ

５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

（
塩し

お

野の

彰あ
き
ら

会か
い

長ち
ょ
う

）
主し

ゅ

催さ
い

に
よ
る
「
慶け

い

祝し
ゅ
く

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

親し
ん

善ぜ
ん

公こ
う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

団だ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
公こ

う

演え
ん

」
が
、
１
６
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

（R. Sao 
Joaquim

,381
）
で
開ひ

ら

か
れ
る
。
３
０
年ね

ん

に
わ
た
り
交こ

う

流り
ゅ
う

を
続つ

づ

け
る
（
財ざ

い

）
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

か
ら
は
、
日に

本ほ
ん

の
著ち

ょ

名め
い

な

歌う
た

い
手て

、
演え

ん

奏そ
う

家か

な
ど
か
ら
な
る
１
５
人に

ん

の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

（
金か

ね

子こ

利と
し

夫お

団だ
ん

長ち
ょ
う

）
が
来ら

い

伯は
く

し
、
記き

念ね
ん

公こ
う

演え
ん

で
節ふ

し

目め

の
年と

し

に
華は

な

を

添そ

え
る
。
当と

う

日じ
つ

は
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

も
行お

こ
な

わ
れ
る
。 

入
に
ゅ
う
じ
ょ
う場

無む

料
り
ょ
う

歴れ
き

代だ
い

会か
い

長ち
ょ
う

（８）２０１７年 第４７９６号 ７月 １５日 （土曜日）
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